
て
い
ま
す
。
私
た
ち
は
そ
も
そ
も
こ

の
法
律
自
体
大
反
対
で
、
廃
止
を
求

め
運
動
を
し
て
き
ま
し
た
。
野
田
・

九
条
の
会
と
秘
密
保
護
法
廃
止
！

野
田
の
会
は
こ
の
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ

メ
ン
ト
に
対
し
て
も
、
た
く
さ
ん
の

意
見
を
出
そ
う
と
ハ
ガ
キ
を
作
り

ま
し
た
。
官
製
は
が
き
に
印
刷
し
た

た
く
さ
ん
の
催
し
が
あ
る
2

日
間
、
詳
し
い
日
程
は
チ
ラ
シ
を

ご
覧
く
だ
さ
い
。 

す
で
に
お
手
元
に
届
い
て
い
る

と
思
い
ま
す
が
、
野
田
・
九
条
の
会

の
賛
同
金
お
願
い
し
ま
す
。
賛
同
金

と
カ
ン
パ
で
運
営
し
て
い
る
市
民

運
動
は
い
つ
も
厳
し
い
財
政
状
況

で
す
。
九
条
の
会
は
安
倍
政
権
の
集

団
的
自
衛
権
行
使
容
認
と
い
う
崖

っ
ぷ
ち
に
立
ち
、
ま
す
ま
す
し
っ
か

り
運
動
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。 

消
費
税
増
税
な
ど
厳
し
い
状
況

の
中
で
す
が
、
ど
う
ぞ
ご
協
力
お
願

い
し
ま
す
。
こ
の
機
会
に
、
お
知
り

合
い
、
お
友
達
に
も
声
を
か
け
て
く

だ
さ
い
。
賛
同
金
は
お
近
く
の
事
務

局
に
お
渡
し
く
だ
さ
る
か
、
郵
便
振

替
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。 

郵
便
振
替 

0
0
1
5
0
-
0
-
6
3
8
9
1
2
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昨
年
12
月
多
く
の
反
対
を
押
し

切
っ
て
特
定
秘
密
保
護
法
が
成
立

し
、
施
行
は
1
年
後
と
い
う
こ
と
で

す
。 法

律
が
実
際
に
運
用
さ
れ
る
た

め
の
運
用
基
準
が
出
さ
れ
、
7
月

24
日
～
8
月
24
日
ま
で
パ
ブ
リ

ッ
ク
コ
メ
ン
ト
の
募
集
が
始
ま
っ

今
年
の
平
和
の
つ
ど
い
は
、
8

月
16
日
（
土
）
、
17
日
（
日
）
の
2

日
間
中
央
公
民
館
１
階
全
体
で

行
わ
れ
ま
す
。
集
団
的
自
衛
権
行

使
容
認
を
閣
議
決
定
さ
れ
た
今

年
は
、
九
条
の
危
機
。
戦
争
の
で

き
る
国
に
向
か
う
の
か
、
憲
法
九

条
の
も
と
で
さ
ら
に
平
和
外
交

を
進
め
る
国
に
向
か
う
の
か
、
私

た
ち
市
民
も
し
っ
か
り
考
え
る

時
と
と
ら
え
て
い
ま
す
。 

17
日
午
後
に
は
元
外
交
官
の

孫
崎
享
さ
ん
を
迎
え
集
団
的
自

衛
権
行
使
の
危
険
性
と
平
和
的

に
解
決
す
る
ヒ
ン
ト
な
ど
を
実

際
に
外
交
の
世
界
で
活
躍
し
て

こ
ら
れ
た
目
を
通
し
話
し
て
い

た
だ
き
ま
す
。
そ
の
後
「
ぶ
っ
ち

ゃ
け
ト
ー
ク
」
に
も
参
加
し
て
い

た
だ
き
、
み
ん
な
で
本
音
で
話
し

合
い
ま
す
。 

16
日
に
は
沖
縄
高
江
の
オ
ス

プ
レ
イ
基
地
建
設
に
反
対
す
る

住
民
の
「
た
だ
平
穏
に
暮
ら
し
た

い
だ
け
だ
」
と
い
う
当
た
り
前
の

願
い
さ
え
暴
力
で
踏
み
つ
ぶ
し

て
い
く
権
力
（
戦
争

へ
向
か
う
暴
力
）
の

現
実
を
映
画
で
観
ま

す
。
と
に
か
く
知
る

と
こ
ろ
か
ら
始
ま
り

ま
す
。
こ
の
ほ
か
戦

争
体
験
の
お
話
も
新

し
い
ス
タ
イ
ル
で

6

～
7

人
の
方
々

が
語
り
ま
す
。
被
爆

者
の
会
で
は
広
島
の

折
鶴
で
有
名
な
佐
々

木
禎
子
さ
ん
の
甥
の

佐
々
木
祐
滋
さ
ん
が

歌
と
語
り
で
被
爆
を

語
り
ま
す
。 

も
の
は
、
カ
ン
パ
も
含
め
60
円
で
お

分
け
し
ま
す
。
こ
の
通
信
と
一
緒
に

配
布
す
る
私
製
は
が
き
の
も
の
は

52
円
の
切
手
を
貼
っ
て
、
必
要
事
項

を
記
入
し
て
投
函
し
て
く
だ
さ
い
。

国
民
の
意
見
を
正
式
に
言
え
る
チ

ャ
ン
ス
で
す
。
一
人
一
人
の
力
を
結

集
し
ま
し
ょ
う
！ 

 
8月 3日（日） 13:00～17:00 

DVD上映会 「ポチの告発」・意見交換 

南部梅郷公民館 南地域九条の会 

8月 9日（土） 14:00～16:30 

野田・九条の会定例会 

中央公民館会議室 野田九条の会 

8月 9日（土） 17:00～18:00 

ボードで 9条アピール 

秘密保護法廃止シール投票・署名行動 

愛宕駅 野田九条の会 

8月16日（土） 9:30～20:00 

8月17日（日） 9:30～17:30 

平和のつどい・のだ 2014 

中央公民館  

8月26日（火） 17:00～18:00 

秘密保護法廃止シール投票・署名行動 

愛宕駅 秘密保護法廃止！野田の会 

9月 7日（日） 13:30～16:30 

DVD上映会 

「よみがえる戦場の記憶 沖縄戦！」・意見交換 

南部梅郷公民館 南地域九条の会 

 



 

命・自由・幸福追求の国民の権利は徹底した平和外交

によって守るとした憲法 9 条を根底から破壊するもので

す。 

安倍内閣は今回の閣議決定を基礎に、自衛隊法、

周辺事態法 PKO法など関連する法律の「改正」をおこ

ない、日米防衛協力のための指針（ガイドライン）の再

改定によって日本を「戦争する国」にしようとしています。 

今こそ、私たちは主権者として、集団的自衛権行使

秘密保護法は、憲法で保証されている国民の権利を

奪うものです。国際的にも、「最悪の部類の法」とま

で言われている稀代の悪法を本当に施行させてしま

っていいのでしょうか。秘密保護法廃止野田の会は、

毎月 26日、駅頭にて宣伝・署名行動を行っています。

一人の力は微力でもまとまれば大きな力になります。

あなたのお力をお寄せ下さい。 

また、秘密保護法を廃止させる千葉の会が東京新

聞、千葉日報へ掲載の意見広告賛同金を募っていま

す。以下の郵便振替をご利用下さい。 

加入者名 秘密保護法を廃止させる千葉の会 

 00190-6-291726 

伊藤 進 

日本の「報道の自由度」は、2010年で 11位だった

のが、2012年に低下。2013年に 53位に急落。2014

年には、とうとう 59 位にまでなってしまいました。

ここ 10年で最悪の順位です。 

先進国とされている経済協力開発機構 OECD に加

盟している 34カ国中 29位です。 

2013 年に急落したのは、原発問題を報道しようと

すると圧力がかかることや、記者クラブに入っていな

いと思うように取材できないという閉鎖性が改善さ

れていないことが理由でした。2014 年に下がった理

由は、秘密保護法ができたことで、原発やアメリカと

の関係といった重要な問題について、政府の透明性が

下がることや、調査報道、公共の福祉のための報道、

取材源の秘密といったものが犠牲になってしまうと

いうことでした。 

国際ジャーナリスト連盟は、取材・報道の自由や知

る権利を侵害するとして反対声明を発表。ツワネ原則

の起草者の一人でもあるフランク・ラ・ルー国連特別

報告者は、深刻な懸念を表明。アメリカ政府の重要ポ

ストを歴任したモートン・ハルペリン氏は、「この法

律は 21 世紀の民主主義国家において最悪の部類に入

るものだ。その内容と同じくらい深刻なのは、市民社

会や世界の専門家を関与させた広範囲にわたる公聴

会や協議会なしにスピード成立させてしまうことに

ある」と批判しました。 

集団的自衛権による武力行使は限定的

なものとの政府の説明とは反対に、閣議決

定の内容は際限なく武力行使が拡大でき

るものとなっています。国連安全保障理事

会の決定にもとづいておこなわれる軍事行

動への参加も明示的には否定されてはい

ません。自衛隊は海外で武力行使しないと

いう原則がくつがえされ、自衛隊員が海外

で殺し殺されることになります。「戦争をしな

い、軍隊をもたない」と定め、国の安全と生

安倍晋三内閣は 7月 1日、多くの国民の反対の声を

押し切って、集団的自衛権行使を容認する新たな憲法

解釈の閣議決定を強行しました。憲法 9 条の下では集

団的自衛権の行使は許されないとする政府の憲法解

釈は、60 年以上にわたって積み重ねられ、国会答弁な

どをつうじて国民に示されてきたものです。これを一内

閣の考えでくつがえすことは、まさに立憲主義破壊の暴

挙です。 

容認の閣議決定に対して、きっぱりと「NO」

の意思を示し、「戦争する国づくりは許さな

い」との声を全国の草の根からあげるときで

す。 

全国のすべての「九条の会」が、その先

頭にたって、創意と工夫をこらした多様な

行動に立ちあがることを呼びかけます。 

 

2014年 7月 5日 

九条の会 


